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国
土
交
通
省
は
十
月
二
十

四
日
、
東
京
・
湯
島
の
日
本

下
水
道
事
業
団
本
社
会
議
室

で
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回

「
水
素
社
会
に
お
け
る
下
水

道
資
源
利
活
用
検
討
委
員

会
」
（
委
員
長
・
田
島
正
喜

人
口
減
少
が
進
み
、
約
四

十
年
後
に
は
八
千
六
百
万
人

程
度
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
伴
い
水
需
要

も
約
四
割
減
少
す
る
見
通
し

だ
。
給
水
量
の
減
少
は
料
金

収
入
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

と
く
に
小
規
模
な
水
道
事
業

九
州
大
学
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教

授
）
を
開
き
、
水
素
製
造
技

術
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
検
討
を
開
始
し
た
。
宮
城

県
、
奈
良
県
、
静
岡
県
三
島

市
の
下
水
処
理
場
で
水
素
製

者
で
財
政
状
況
の
急
激
な
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
。

造
・
利
用
事
業
の
実
現
可
能

性
調
査
（
Ｆ
Ｓ
）
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
下
水
道
管
理

者
に
よ
る
事
業
化
の
促
進
へ

来
年
二
月
頃
を
め
ど
に
作
成

す
る
。

昨
年
度
に
開
催
し
た
検
討

ま
た
水
道
管
路
の
経
年
化

率
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
も

委
で
は
福
岡
県
な
ど
で
下
水

汚
泥
を
活
用
し
た
水
素
の
製

造
・
利
用
に
関
す
る
Ｆ
Ｓ
を

行
い
、
多
角
的
な
観
点
か
ら

当
面
の
課
題
と
対
応
策
を
ま

と
め
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

今
年
度
は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

の
の
、
更
新
事
業
は
遅
れ
て

い
る
の
が
実
情
だ
。
現
状
の

更
新
率
の
ま
ま
推
移
す
る
と

す
べ
て
の
管
路
の
更
新
に
約

百
三
十
年
か
か
る
と
い
う
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
成
や
低
コ

基
幹
管
路
の
耐
震
適
合
率

も
依
然
と
し
て
低
い
。
耐
震

化
が
進
捗
し
な
け
れ
ば
大
規

模
災
害
時
に
断
水
が
長
期
化

し
、
市
民
生
活
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

一
方
、
平
成
八
年
に
創
設

さ
れ
た
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
制
度
で
指
定
事
業
者

が
大
幅
に
増
え
、
水
道
事
業

者
は
営
業
実
態
の
把
握
や
技

術
指
導
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
指
定
事
業
者
の
違
反
行

為
や
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も

少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

報
告
書
の
骨
子
で
は
水
道
事

業
者
・
水
道
用
水
供
給
事
業

者
に
施
設
の
位
置
、
構
造
、

設
置
時
期
な
ど
を
記
載
し
た

水
道
施
設
台
帳
の
整
備
を
義

務
づ
け
る
べ
き
だ
と
し
て
い

る
。
施
設
の
更
新
に
つ
い
て

は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
計

画
的
な
資
産
管
理
）
に
よ
っ

て
計
画
的
な
更
新
に
努
め
る

よ
う
法
律
上
位
置
づ
け
る
。

更
新
需
要
と
財
政
収
支
の
見

通
し
を
試
算
し
た
場
合
も
、

わ
か
り
や
す
い
形
で
公
表
す

る
よ
う
法
律
上
位
置
づ
け
る

方
針
だ
。

ス
ト
・
高
効
率
化
に
向
け
た

技
術
開
発
な
ど
を
支
援
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
新
た
に
策

定
す
る
。

当
日
は
石

隆
弘
同
省
下

水
道
企
画
課
下
水
道
国
際
・

技
術
調
査
官
が
「
今
年
度
は

新
た
な
自
治
体
も
交
え
、
広

く
知
見
を
拝
借
し
て
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
醸
成
に
努
め
た

い
」
、
田
島
委
員
長
が
「
水

素
バ
ス
が
多
数
導
入
さ
れ
る

な
ど
五
輪
開
催
に
向
け
て
本

官
民
連
携
の
推
進
で
は
施

設
の
所
有
権
を
公
共
が
保
持

し
た
ま
ま
民
間
事
業
者
に
運

営
を
委
ね
る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
が
現
実
的
な
選
択
肢

と
な
る
よ
う
法
制
的
に
必
要

な
対
応
を
行
う
。

指
定
事
業
者
に
つ
い
て
は

ト
ラ
ブ
ル
や
指
定
後
の
実
態

を
把
握
し
、
資
質
が
継
続
し

て
保
持
さ
れ
る
よ
う
更
新
制

を
導
入
。
導
入
に
あ
た
っ
て

水
道
事
業
者
や
優
良
な
指
定

事
業
者
に
過
度
の
負
担
を
与

え
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

水
道
事
業
者
は
指
定
更
新

の
申
請
時
に
講
習
会
の
参
加

実
績
や
主
任
技
術
者
の
研
修

機
会
の
確
保
、
配
管
技
能
者

の
資
格
、
業
務
内
容
な
ど
を

確
認
し
、
指
定
事
業
者
を
指

導
す
る
。
指
定
取
り
消
し
な

ど
を
行
う
処
分
基
準
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
水
道
利
用

者
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
発

信
し
て
い
く
。

指
定
事
業
者
の
資
質
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
水

道
事
業
者
の
連
携
に
よ
る
広

域
的
な
講
習
会
の
開
催
や
主

任
技
術
者
を
対
象
と
し
た
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用
促
進
策

な
ど
を
検
討
す
る
。

分
野
の
取
り
組
み
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

は
①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置

づ
け
②
総
論
③
下
水
汚
泥
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
技
術
の
導
入
事

例
④
下
水
汚
泥
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
技
術
の
導
入
検
討
手
法
⑤

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

の
五

章
で
構
成
す
る
骨
子
案
を
示

し
、
活
発
に
意
見
交
換
し

た
。
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(購読料郵税共) 年極8,000円厚生審専門委が報告書骨子示す

厚
生
科
学
審
議
会
生
活
環
境
水
道
部
会
は
十
月
二
十
六
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生
労
働
省
会
議
室
で
第
八
回

「
水
道
事
業
の
維
持
・
向
上
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
（
委
員
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
を
開
き
、

報
告
書
の
骨
子
を
ま
と
め
た
。
新
た
に
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
更
新
制
を
導
入
し
、
指
定
の
有
効
期
間
を

五
年
間
と
定
め
た
。
水
道
事
業
者
は
更
新
時
に
講
習
会
の
参
加
実
績
や
配
管
技
能
者
の
資
格
、
業
務
内
容
な
ど
を

確
認
し
、
指
定
事
業
者
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
水
道
利
用
者
へ
効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
。

骨子案で活発に意見交換

滝沢委員長


